
                

              

 

                            

                              

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

                                             

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 45 号       

2017 年 ３

月 

 
部
活
動
は
「
学
習
指
導
要
領
」
の
外
に
位
置
付
け 

ら
れ
て
い
る
が
、
長
年
学
校
現
場
が
担
っ
て
き
た
。

部
活
動
は
、
子
ど
も
の
居
場
所
と
な
り
、
主
体
的 

な
学
び
の
場
と
な
り
、
教
育
的
効
果
も
期
待
さ
れ 

て
き
た
。
一
方
で
、
教
員
が
本
来
の
業
務
に
専
念 

す
る
こ
と
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
現
実
も
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
文
科
省
は
、「
休

日
の
部
活
動
の
段
階
的
な
地
域
移
行
」
を
目
指
し
、

2023
年
度
か
ら
3
ヶ
年
を
推
進
期
間
と
し
た
。 

昨
年
度
、
神
奈
川
県
が
行
っ
た
調
査
か
ら
「
生
徒

が
入
り
た
い
部
活
動
が
学
校
に
な
い
た
め
、
生
徒
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い
問
題
が
あ
る
」
こ
と

や
、「
運
動
部
の
顧
問
教
員
の
う
ち
、
4
割
以
上
が

競
技
経
験
の
な
い
部
活
動
の
指
導
を
行
わ
ざ
る
を

得
な
い
状
況
に
あ
る
」
こ
と
が
把
握
さ
れ
た
。 

質
問 

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
、
鎌
倉
市

と
し
て
そ
ろ
そ
ろ
方
向
性
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

学
校
と
の
教
育
的
関
わ
り
を
残
し
つ
つ
、
地
域
移

行
を
す
る
と
す
れ
ば
、
鎌
倉
市
の
場
合
、
県
が
示

し
て
い
る
「
検
討
フ
ロ―

図
」
に
あ
る
「
市
町
村

運
営
型
」
が
良
い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。 

教
育
長
答
弁 

目
下
検
討
中
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

よ
り
き
め
細
か
な
議
論
が
必
要
と
な
る
。
県
の

「
検
討
フ
ロ―

図
」
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
考
え

て
い
く
。
下
検
討
中
で
あ
る
。…

 
 

質
問 

「
市
町
村
運
営
型
」
は
、
市
町
村
が
運
営

事
務
局
に
な
り
、
外
部
団
体
と
連
携
し
て
活
動
の

場
所
や
指
導
者
を
調
整
す
る
。
指
導
者
任
用
の 

答
弁 

 

部
長
答
弁 

教
科
担
任
制
を
実
施
し
て
い
る
８
校
に
、 

１
名
ず
つ
配
置
し
て
い
る
。 

質
問 

し
か
し
、
こ
の
8
校
の
加
配
教
員
数
は
増
え
て

い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
こ
れ
ま
で
T.T
指
導
や
少
人

数
指
導
な
ど
の
た
め
に
配
置
さ
れ
て
い
た
加
配
教
員

を
、
教
科
担
任
制
の
加
配
教
員
に
付
け
替
え
て
い
る

だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
T.T
指
導
や
少
人

数
指
導
の
目
的
と
高
学
年
教
科
担
任
制
と
で
は
目
的

が
異
な
る
。
新
た
な
加
配
教
員
が
配
置
さ
れ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。 

部
長
答
弁 

追
加
的
な
加
配
教
員
が
あ
る
こ
と
が
望 

ま
し
い
。
県
教
育
委
員
会
に
要
望
し
て
い
く
。 

質
問 

県
か
ら
の
加
配
教
員
が
配
置
さ
れ
る
ま
で
の 

間
、
市
費
に
よ
る
専
科
教
員
を
配
置
し
て
も
ら
い
た

い
が
い
か
が
か
。 

部
長
答
弁 

直
ち
に
配
置
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
学 

校
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
教
職
員
全
体 

の
配
置
の
中
で
考
え
て
い
く
。 
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た
め
の
予
算
確
保
、
体
制
づ
く
り
、
体
制
を
運
営

し
て
い
く
総
括
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
必
要
と
な
る
。

予
算
確
保
に
向
け
て
の
市
長
の
決
意
を
聞
く
。 

市
長
答
弁 

教
育
委
員
会
の
方
針
や 

政
策
が
明
ら
か
に
な
っ
た
暁
に
は
、 

そ
れ
を
尊
重
し
、
必
要
な
支
援
を 

し
て
い
く
。 

  

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ 

小
学
校
の
担
任
は
一
部
の
教
科
に
つ
い
て
は
専
科

教
員
に
担
当
し
て
も
ら
う
が
、
そ
の
他
の
教
科
に
つ

い
て
は
、
一
人
で
教
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
指
導

に
当
た
る
教
科
数
が
多
い
。
ま
た
、
近
年
指
導
内
容

も
増
え
、
専
門
的
な
知
識
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

高
学
年
教
科
担
任
制
導
入
に
よ
り
、
担
任
が
互
い

に
教
科
を
交
換
し
あ
い
、
複
数
の
ク
ラ
ス
の
授
業
を

受
け
持
つ
こ
と
で
、
教
え
る
教
科
数
が
減
り
、
そ
の

分
教
材
研
究
が
充
実
し
、
よ
り
授
業
の
質
が
上
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
人
の
子
ど
も
に
多

く
の
教
員
が
か
か
わ
る
こ
と
で
、
様
々
な
角
度
か
ら

子
ど
も
の
理
解
が
深
め
ら
れ
る
等
の
効
果
も
あ
る
。 

文
科
省
は
2022
年
度
か
ら
３
ヶ
年
か
け
て
、
小
学
校

高
学
年
教
科
担
任
制
導
入
の
た
め
、
教
員
定
数
に
上

乗
せ
し
て
新
た
な
加
配
教
員
3800
人
を
配
置
す
る
と

し
て
い
る
。 

今
年
度
、
鎌
倉
市
で
は
８
校
の
小
学
校
（
稲
村
・

富
士
塚
・
第
２
・
小
坂
・
七
里
・
植
木
・
深
沢
・
玉

縄
）
が
高
学
年
教
科
担
任
制
を
導
入
し
て
い
る
。 

質
問 

今
年
度
鎌
倉
市
に
は
何
校
に
教
科
担
任
制
導 

入
の
た
め
の
加
配
教
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
か
。 

た
め
の 
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授
業
の
質
の
向
上
と
、
多
面
的
な
子
ど
も
理
解
の

た
め
に
一
般
質
問
〈
高
学
年
教
科
担
任
制
に
つ
い
て
〉 

鎌倉市議会議員 

そ
の
他
一
般
質
問
で
は
、
教
員
が
子
ど
も
達
と
向
き
合
う

時
間
が
確
保
さ
れ
、
本
来
教
員
が
担
う
べ
き
業
務
に
専
念

で
き
る
た
め
に
は
、
不
必
要
な
「
調
査
・
報
告
」
は
精
選

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
現
在
、
教
育
委
員
会
が
学

校
か
ら
の
報
告
を
求
め
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
例
を
挙
げ
て
見
直
し
・
検
討
を
求
め
た
。
「
合
理
的
な

方
法
を
検
討
し
て
い
く
」
と
の
答
弁
を
得
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
内
容
は
議
場
で
の
や
り
取
り 

を
ご
覧
頂
く
方
が
、
分
か
り
易
い
と 

考
え
記
事
に
し
て
い
な
い
。 

QR
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
是
非
ご 

覧
い
た
だ
き
た
い
。 

子
ど
も
た
ち
が
、や
り
た
い
と
思
う
部
活
動
を
、 

ス
キ
ル
を
持
っ
た
指
導
者
の
も
と
で
で
き
る
た
め
に 

 
 
 
 

一
般
質
問 

 
 

〈
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て
〉―
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 会計年度任用職員の雇用形態には「フルタイム雇用」

と「パートタイム雇用」の二通りがある。今年度の鎌倉

市の会計年度任用職員の数は 1072人で、そのうちフルタ

イムの会計年度任用職員は 1 名のみ。残りのすべてがパ

ートタイム雇用だ。 

昨年の総務省調査によれば、「会計年度任用職員制度導

入前と後では、フルタイムの職員が 10％以上減少してい

ること」が把握された。このことから総務省は、「自治体

がパート化を進めている」と分析し、「財政上の制約を理

由に合理的な理由なく短い勤務時間を設定することは、

会計年度任用職員制度導入（2020年）の趣旨に添わない、

適切ではない」と述べている。 

全国調査ではフルタイムが占める割合は、会計年度任

用職員全体の約 20％であるが、鎌倉市のフルタイムの占

める割合は 0.1％であることを見れば、いかに鎌倉市がフ

ルタイム雇用を抑制しているかがわかる。 

部長答弁では、「職場や職員の意向を確認し、業務量に応

じた勤務時間を設定している」とのことだが、2022 年に

労働組合が行った調査では、会計年度任用職員から次の

ような意見が挙げられている。 

●仕事が多くて日中だけではこなせない●ぎりぎりの人

数で仕事をしている●負担が大きい●週 4日勤務なので、

1 日分を残業でカバーしている●仕事量が多く年休がと

りづらい」などなど。 

質問「フルタイム勤務が必要な部署にはフルタイム雇用

をするべきではないか。」 

部長答弁では「課題について整理していきたい。」との

ことであった。立教大学神林特任教授は、「フルタイム

会計年度職員の退職金支払いを逃れるために恣意的に、

勤務時間を短くしている可能性がある」と指摘している。 

 

 

 

 

 

5
月
29
日
、
放
課
後
か
ま
く
ら
っ
子

（
お
な
り
）
で
「
自
衛
隊
体
験
」
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
放
課
後
か
ま
く
ら

っ
子
と
は
、
鎌
倉
市
内
の
小
学
校
に
通
う

子
ど
も
た
ち
が
、
放
課
後
の
時
間
を
安

全
・
安
心
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
市
が
小
学

校
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
活
動

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
こ
と
も
で

き
る
。
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
講

師
を
招
い
て
の
「
も
の
作
り
」「
様
々
な
遊

び
体
験
」「
地
域
活
動
参
加
」
な
ど
だ
。 

 

 

・
特
定
の
組
織
の
PR
に
な
る
。
職
業
体
験

は
偏
り
が
な
い
よ
う
に
。
賛
否
が
分
か

れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
慎
重
に
（
ネ
ッ
ト
） 

・
全
く
問
題
は
な
い
。
胸
を
張
っ
て
堂
々

と
や
っ
て
欲
し
い
。
文
句
言
わ
れ
る
筋

合
い
は
な
い
。（
自
民
） 

・
不
愉
快
だ
。
防
災
意
識
の
観
点
か
ら
自

衛
隊
は
適
任
だ
。
あ
い
さ
つ
は
重
要
だ
。

ク
レ
ー
ム
は
偏
っ
た
意
識
で
あ
る
。
職

業
的
偏
見
・
差
別
を
す
る
よ
う
な
介
入

は
し
て
は
い
け
な
い
（
公
明
） 

・
自
衛
隊
も
一
つ
の
生
業
。
違
法
で
は
な

い
。
農
業
体
験
と
同
じ
で
あ
る
。
保
護

者
が
不
安
に
な
る
気
持
ち
が
分
か
ら
な

い
（
自
民
党
系
会
派
） 

委
員
外
の
私
は
、
こ
の
後
番
外
質
問
を
行

っ
た
が
、
発
言
中
に
不
規
則
発
言
を
繰
り

返
す
議
員
も
い
て
残
念
で
あ
っ
た
。 

竹
田
番
外
質
問
概
要 

 

申
込
を
し
て
い
な
い
の
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た
り
、
申
し
込
み
を
し
て
参
加

さ
せ
た
が
、「
参
加
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
」

と
言
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
自
衛
隊
に

つ
い
て
の
受
け
止
め
方
は
市
民
に
よ
っ
て

異
な
る
。
誰
か
ら
も
「
い
や
だ
、
困
る
」

と
言
う
意
見
が
出
な
い
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ 

ム
に
し
て
頂
き
た
い
。 

 
 
 
 

※
保
護
者
が
懸
念
す
る
声
な 

ど
を
「
東
京
新
聞
」「
神
奈
川 

新
聞
」
が
取
り
上
げ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

※
中
継
録
画
、
35
分 

27
秒
か
ら
ご
覧
く
だ 

さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

   

＜おもな議案の採決結果・竹田の考え＞ 

◆陳情 1号 住民協定における土地共有者の権利

回復を求める陳情→（竹田賛成）否決 

◆一般会計補正予算第 2 号 主な補正内容…大船

行政センター石綿除去経費・各種給付金・新

型コロナワクチン接種経費・戸別収集開始に

必要な経費・災害対応搬送車購入費など→

（竹田賛成）可決 

◆一般会計補正予算第 2号に対する修正動議 

修正動議内容…戸別収集開始に必要な費用

の削除→（竹田反対）否決 

◆「……地方自治法改正に抗議し国と自治体が対

等協力の関係であることを確認する決議」 

 →（竹田提出者）可決 

  

今
回
行
わ
れ
た
「
自
衛
隊
体
験
」
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
４
人
の
自
衛
官
を
講
師
と

し
て
、
「
敬
礼
」
「
点
呼
」「
整
列
」
や

ロ
ー
プ
の
結
び
方
な
ど
を
体
験
し
た

り
、
自
衛
隊
の
活
動
ビ
デ
オ
を
見
た
り

す
る
内
容
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

 

そ
も
そ
も
、
自
衛
隊
は
一
つ
の
職
業

で
は
あ
る
が
、
賛
否
を
含
め
て
様
々
な

議
論
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
職
業
を
子

ど
も
た
ち
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
に
、
問

題
は
な
い
の
か
。 

 

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
で
担
当
か
ら

の
報
告
の
後
は
、
委
員
か
ら
様
々
な
意

見
が
出
さ
れ
た
。
（
以
下
概
略
） 

35
分
27
秒
よ
り 

鎌倉市の会計年度任用職員の雇用について 

 一般質問から見えてきたこと 

              

 

放
課
後
か
ま
く
ら
っ
子 

「
自
衛
隊
体
験
」
プ
ロ
グ
ラ
ム 

（
考
） 

 

 


